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新たな呼吸管理のデバイスとして High-flow nasal cannula が臨床現場で急速に拡大して
いる．High-Flow Nasal Cannula の特徴は，鼻カニューラで加湿ができ，高流量の酸素療法
で管理することができることと，解剖学的死腔の洗い流しの効果を得ることができる．この洗
い流し効果による呼吸仕事量の軽減で，呼吸困難の軽減や呼吸仕事量の軽減が図られる．
間質性肺炎患者に，High-Flow Nasal Cannula を実施し，強い運動強度の持久力トレーニ
ングが可能であるかを検討する必要がある．  









方法：対象に High-Flow Nasal Cannula 有りと無しの 2 条件下で定常負荷試験別の日で無作
為な順番で実施した（1 週間以内）．定常負荷試験は最高仕事量の 80％負荷量で実施し，
パルスオキシメータにて SpO2 を測定し，運動持続時間と呼吸困難と下肢疲労感をボルグス
ケールで評価した．High-Flow Nasal Cannula は，フロー40L/分，酸素濃度は 60％で実施
する．High-Flow Nasal Cannula 有りと無しの 2 条件間で運動持続時間と呼吸困難と下肢
疲労感を比較する． 
結果：対象は 14 例 (平均 71.5 歳，男性 10 例 )であった．High-Flow Nasal Cannula 有りの運動
持続時間は 365.6±205.3 秒で，High-Flow Nasal Cannula無しは 256.9±118.1 秒であり， 
High-Flow Nasal Cannula 有りの方が運動持続時間は有意に延長した． 
結語：High-Flow Nasal Cannula は間質性肺炎患者の運動耐容能と呼吸困難を改善させる． 
